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Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアご使用
にあたって

この文書には、次の情報が記載されています。

■ 5ページの「マニュアルの入手場所」
■ 5ページの「30日間無料電子メールサポート」
■ 6ページの「このソフトウェアパッケージの内容」
■ 7ページの「Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアのインスール」
■ 8ページの「Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアの新しい機能」
■ 10ページの「N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアの機能変更点」
■ 10ページの「既知の制限と回避方法」

マニュアルの入手場所

Sun文書サイト http://docs.sun.com/app/docs/coll/1017.4から最新の Sun N1 Grid
Engine 6.1マニュアルを入手できます。次のマニュアルがあります。

■ 『Sun N1 Grid Engine 6.1インストールガイド』
■ 『Sun N1 Grid Engine 6.1管理ガイド』
■ 『Sun N1 Grid Engine 6.1ユーザーズガイド』
■ 『Sun N1 Grid Engine 6.1ご使用にあたって』

30日間無料電子メールサポート

N1 Grid Engine 6.1の無償ダウンロード版は、www.sun.comのWebサイトから入手で
きます。このダウンロード版に対する 30日間無料電子メールサポートを受けるに
は、無償の評価版質問表 (http://www.javelinfeedback.com/
sun/index.jsp?pi=c2b00c871c1f86177ac800c779c76fab)に必要事項を記入して、お送
りください。

1第 1 章
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このソフトウェアパッケージの内容

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェア配布の構成要素は、次のとおりです。

■ Grid Engineソフトウェアバイナリパッケージ -すべてのデーモン、クライアント
プログラム、およびライブラリが入っています。使用する予定のオペレーティン
グシステムのアーキテクチャーごとに、対応するバイナリパッケージを読み込ん
でインストールします。

■ Grid Engineソフトウェア共通パッケージ -インストールスクリプトなど、アーキ
テクチャーに依存しないユーティリティーが入っています。

■ アカウンティングおよびレポートコンソール (ARCo)ソフトウェア (オプション) -
次の 3つのパッケージから構成されます。
■ Sun Java Web Consoleパッケージ - Webコンソールサーバーを実行する予定のオ
ペレーティングシステムのアーキテクチャーごとに、対応するパッケージを選
択します。

注 – Sun Java Web Console 2.2.6ソフトウェアは、Sun Webサイト
http://www.sun.com/download/products.xml?id=461d58beからダウンロードす
ることもできます。

■ dbwriterパッケージ - Javaで作成されているため、1つのバージョンでのみ使
用できます。

■ ARCoモジュールパッケージ -サポートされる各種アーキテクチャー間で利用
できます。

注 – ARCoを操作するには、PostgreSQL、MySQL、またはOracleデータベースサー
バーも設定しなければなりません。PostgreSQL、MySQL、およびOracleは、Sun
N1 Grid Engine 6.1ソフトウェア配布に含まれません。詳細は、『Sun N1 Grid
Engine 6.1インストールガイド』の第 8章「アカウンティングおよびレポートコン
ソールのインストール」を参照してください。

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェア配布キットのディレクトリ階層は、次のとおりで
す (トップレベルのみ)。

■ 3rd_party –フリーウェア、パブリックドメイン、およびパブリックライセンスソ
フトウェアに関する情報

■ bin – Grid Engineソフトウェアの実行可能ファイル
■ catman – adminコマンドと userコマンドに分類されたオンラインマニュアルペー
ジ

■ ckpt –サンプルのチェックポイント設定の構成

このソフトウェアパッケージの内容
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■ dbwriter –アカウンティングおよびレポートコンソールで使用されるDbWriterソ
フトウェア

■ dtrace – Solaris 10用のDTraceベースの監視ユーティリティー
■ examples –サンプルのスクリプトファイル、構成ファイル、およびアプリケー
ションプログラム

■ include – DRMAAヘッダーファイル
■ lib –必須の共有ライブラリおよびDRMAA JavaTMバインディング jarファイル
■ man – nroff形式のオンラインマニュアルページ
■ mpi – MPIメッセージ受け渡しシステム用の並列環境インタフェースのサンプル
■ pvm – PVMメッセージ受け渡しシステム用の並列環境インタフェースのサンプル
■ qmon – QMONグラフィカルユーザーインタフェース用のピックスマップ、リソー
ス、およびヘルプファイル

■ reporting –アカウンティングおよびレポートコンソールソフトウェア
■ util –インストール作業用のユーティリティーシェル手続きとGrid Engineシステ
ムの停止スクリプトと起動スクリプトのテンプレート

■ utilbin –主にインストール中に必要とされるユーティリティープログラム

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアのインスール

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアをインストールするには、『Sun N1 Grid
Engine 6.1インストールガイド』の手順に従ってください。

サポートされるオペレーティングシステムおよびプラットフォーム

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアは、次のオペレーティングシステムとプラット
フォームをサポートしています。

■ Solaris 10、9、および 8オペレーティングシステム (SPARCプラットフォーム版)
■ Solaris 10および 9オペレーティングシステム (x86プラットフォーム版)
■ Solaris 10オペレーティングシステム (x64プラットフォーム版)
■ Apple Mac OS X 10.4 (Tiger)、PPCプラットフォーム版
■ Apple Mac OS X 10.4 (Tiger)、x86プラットフォーム版
■ Hewlett Packard HP-UX 11.00以上、32ビット版
■ Hewlett Packard HP-UX 11.00以上、64ビット版 (IA64版HP-UXを含む)
■ IBM AIX 5.1/5.3
■ Linux x86、カーネル 2.4/ 2.6、glibc 2.3.2以上
■ Linux x64、カーネル 2.4/2.6、glibc 2.3.2以上
■ Linux IA64、カーネル 2.4/2.6、glibc 2.3.2以上

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアのインスール
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■ Silicon Graphics IRIX 6.5
■ Microsoft Windows Server 2003、Windows XP Professional (Service Pack 1以降)、

Windows 2000 Server (Service Pack 3以降)、Windows 2000 Professional (Service Pack 3
以降)

N1 Grid Engine 6.1と既存の 6.0クラスタの併用

N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアは、N1 Grid Engine 6.0クラスタがすでに存在する環境
にインストールできます。既存のN1 Grid Engine環境と並行して 6.1ソフトウェアを
実行するには、次の規則に従ってください。

■ qmasterと実行デーモン用として、既存と異なる$SGE_ROOTディレクトリおよび
TCPポートを使用する。

■ 手動または自動インストール中に、システム全体の起動スクリプトのインストー
ルを選択しない。システム全体の起動スクリプトをインストールすると、qmaster

と実行デーモン用のN1 Grid Engine 6.0起動スクリプトが上書きされます。
■ 1つのホストに 2つの実行デーモンをインストールする場合は、必ずグローバ
ル/ローカルクラスタ構成で既存と異なる「gid_range」を使用する。

■ Microsoft Windowsシステムの場合、オプションの「N1 Grid Engine Helper
Service」は 1つのGrid Engineインスタンスに対してのみインストールできます。
N1 Grid Engine 6.0用にこのサービスがすでにインストールされていると、N1 Grid
Engine 6.1用のサービスがインストールできないことがあります。その場合、N1
Grid Engine 6.1用としてWindowsデスクトップ上にGUIを必要とするジョブは実
行できません。

■ 変数が適切なN1 Grid Engineインスタンスを指し示していることを確認する。具
体的には、ポート設定、PATH変数、および LD_LIBRARY_PATH変数をチェックしま
す。Solarisおよび Linuxで、LD_LIBRARY_PATHを設定する必要がなくなりました。

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアの新しい機能

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアでは、新機能がいくつか追加され、機能が強化さ
れています。

柔軟なリソース割り当て

リソース割り当て機能では、キュー、ホスト、メモリー、ソフトウェアライセンス
などの任意のリソースで実行するジョブの最大数をユーザー、ユーザーグループ、
およびプロジェクト単位で制限できます。ファイアウォールに似た規則構文を使用
して、前例のない柔軟な構成を実現できます。

リソース割り当てについては、『Sun N1 Grid Engine 6.1管理ガイド』の第 6章「リ
ソース割り当ての管理」を参照してください。さらに詳しい内容については、
qquota(1)、sge_resource_quota(5)、および qconf(1)のマニュアルページを参照して
ください。

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアの新しい機能
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Solaris 10 DTraceによるマスターのボトルネック分析

マスターコンポーネントが Solaris 10マシンで動作している場合は、DTraceベースの
マスター監視診断ユーティリティーを利用して、マスターを監視し、問題点を見つ
けることができます。詳細は、『Sun N1 Grid Engine 6.1管理ガイド』の「DTraceによ
るパフォーマンスチューニング」および $SGE_ROOT/dtrace/README_dtrace.txtファイ
ルを参照してください。

新しいコマンドオプションの追加

次のすべてのコマンドで、-wdオプションを使用してジョブの作業ディレクトリを指
定できます。qsub、qalter、qsh、qrsh、および qmon。詳細は、それぞれのマニュア
ルページを参照してください。

オペレーティングシステムのサポートの追加

Sun N1 Grid Engine 6.1リリースでは、次のオペレーティングシステムのサポートが追
加されています。

■ Itaniumの Linux (IA64)
■ x86プラットフォーム版のApple Mac OS X

データベースソフトウェアのサポートの追加

ARCoは、次のデータベースサーバーをサポートしています。PostgreSQL 7.4～ 8.2、
MySQL 5.0、およびOracle 9i/10.0/10.1/10.2。

そのほかの機能強化点

■ 文字列およびホストコンプレックス属性に対するリソース検索が拡張され、柔軟
なブール式構文 (論理AND、OR、およびNOT演算子)を使用できるようになりま
した。

■ Grid Engineのアカウンティングおよびレポートコンソール (ARCo)が、MySQL
デーベースにレポート用データを書き込めるようになりました。

■ Solarisおよび LinuxでN1 Grid Engineコマンドを使用するときに、環境変数の
LD_LIBRARY_PATHを設定する必要がなくなりました。この変更はコマンドの実行環
境を改善し、システムにインストールされた SSLや Berkeley DBライブラリなどの
共有ライブラリとの衝突を回避するのに役立ちます。

■ 複合変数 display_win_guiを使用して、「N1 Grid Engine Helper Service」を実行し
ているWindowsホストにのみジョブをスケジューリングできるようになりまし
た。このヘルパーサービスにより、バックグラウンドアプリケーションも
Windowsホストの表示デスクトップ上にそのグラフィカルユーザーインタフェー
スを表示できます。

■ 細かな変更によりQMONの使い勝手を改善しました。

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアの新しい機能
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N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアの機能変更点

コマンドオプションの変更

パフォーマンス上の理由から、qstat -uオプションのデフォルト動作が変更されま
した。N1 Grid Engine 6.1より前のバージョンでは、-uオプションなしの qstatコマ
ンドはすべてのユーザーのジョブを出力していました。N1 Grid Engine 6.1からは、-u

オプションなしの qstatコマンドは、 qstatを実行したユーザーのジョブのみ出力
します。

クラスタ全体で前の qstatの動作を有効にするには、クラスタ全体に対する
$SGE_ROOT/$SGE_CELL/common/sge_qstat ファイルに管理者が -u *を追加します。
ユーザー単位で前の qstatの動作を有効にするには、ユーザー専用のファイル
$HOME/.sge_qstatにユーザーが -u *を追加します。

Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアのソフトウェアサポート変更点

Sun N1 Grid Engine 6.1リリースでは、次のオペレーティングシステムのサポートは廃
止されました。

■ Solaris 7 (SPARCプラットフォーム版)
■ Solaris 8 (x86プラットフォーム版)
■ IBM AIX 4.3
■ PowerPC (PPC)プラットフォームのApple MacOS X 10.2 (Jaguar)および 10.3

(Panther)

また、Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアは、Sun Control Station用Grid Engine
Management Module (GEMM)をサポートしていません。

既知の制限と回避方法

この節では、製品のテスト中に発見され、修正またはマニュアルへの記載に間に合
わなかった問題点について説明します。

N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアの機能変更点
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Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアの既知の制限

このリリースの Sun N1 Grid Engine 6.1ソフトウェアには、次のような制限がありま
す。

■ sge_qmasterのスタックサイズは 16Mバイトに設定する必要があります。次の
アーキテクチャーにおいてスタックサイズをデフォルト値のままにしておくと、
sge_qmasterが実行できないことがあります。IBM AIXおよびHP/UX 11。

■ sge_qmaster デーモンを実行するように指定されたホスト上のカーネル構成で、
ファイル記述子の制限を高めに設定してください。同様に、シャドウマスターホ
ストに対してファイル記述子の制限を高めに設定することもできます。数多くの
ファイル記述子を利用できるようにしておくと、通信システムは接続を開いたま
まにしておくことができ、ファイル記述子を何度も閉じたり開いたりする必要が
なくなります。実行ホストが多い場合、ファイル記述子の制限を高く設定してお
くと、パフォーマンスは大幅に向上します。ファイル記述子の制限は、実行ホス
トの予定数よりも多く設定します。また、並行クライアント要求 (特に、qsub

-syncで発行されるジョブ)のために、あるいは、DRMAAセッションを実行して
マスターデーモンとの通信接続を安定させるために、この制限にはさらに余裕を
持たせておく必要があります。ファイル記述子の制限を設定する方法について
は、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

■ 並行動的イベントクライアントの数は、ファイル記述子の数によって制限されま
す。デフォルトは 99です。動的イベントクライアントとは、qsub -syncコマンド
とDRMAAセッションで発行されるジョブのことです。動的イベントクライアン
トの数は、グローバルクラスタ構成の qmaster_paramsパラメータで制限できま
す。このパラメータは MAX_DYN_EC= nに設定します。詳細は、sge_conf(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

■ ARCoモジュールは、Solaris SPARC、Solaris SPARC 64ビット、Solaris x86、Solaris
x64、Linux x86、および Linux 64ビットカーネルでのみ使用できます。

■ 現在のリリースでは、ARCoに付属する定義済みクエリーの数は限定的です。将
来のリリースでは、より多くの定義済みクエリーが付属する予定です。

■ リソースの予約において、リソースの量に INFINITYを要求するジョブは正しく処
理されません。特定のリソースに対して明示的な要求が行われていない場合、デ
フォルトで INFINITYが要求されることがあります。したがって、リソースの予約
において、すべてのリソースの量を明示的に指定することが重要です。

■ リソースの予約で考慮されるジョブは、現在のところ、保留中のジョブだけで
す。結果として、発行オプション -a timeと -hold_jid joblistのためにホールド状
態であるが保留中ではないジョブは予約されません。このようなジョブは、発行
オプション -R nが指定されているように処理されます。

■ Berkeley DBでは、Solaris 10で qmasterを実行しない場合およびNFSv4マウントを
使用する場合は、データベースファイルがローカルディスクに存在する必要があ
ります。ほかのベンダー製のNFSv4完全準拠のクライアントおよびサーバーもサ
ポートされていますが、テストはされていません。スプーリングデータを格納す
るファイルサーバー上で sge_qmasterを実行できない場合 (たとえば、シャドウマ

既知の制限と回避方法
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スター機能を使用する場合)には、Berkeley DBのRPCサーバーを使用できます。
このRPCサーバーはファイルサーバー上で動作し、Berkeley DBの sge_qmasterイ
ンスタンスと接続します。ただし、Berkeley DBのRPCサーバーがこの通信に使用
するプロトコルは安全でないため、セキュリティー上の問題が発生します。セ
キュリティーが重要なサイトでは、このRPCサーバーを使用してはなりません。
その代わりに、スプーリング用には sge_qmasterローカルディスクを使用して、
フェイルオーバー用には Sun Clusterのような高可用性ソリューションを使用しま
す。そしてフェイルオーバーが発生しても、ホストのローカルのファイルにアク
セスできるようにします。

■ 大きなアレイタスク番号を使用すると QMONがビジーになります。大きなアレイタ
スク番号を使用した場合、QMONの Job Controlダイアログボックスのカスタマイズ
において「compact job array display」を使用する必要があります。そうでないと、
QMONのGUIによってCPUの負荷が高くなり、パフォーマンスが低下します。

■ 自動インストールオプションは、インストールに失敗した場合に完全な診断情報
を提供しません。インストールプロセスが中断した場合、
qmaster-spool-dir/install_ hostname_timestamp.logまたは /tmp/install.pidにある
インストールログファイルの存在とその内容をチェックしてください。

■ IBM AIX、HP/UX 11、および SGI IRIX 6.5システムでは、sge_qmaster、
spooldefaults、および spoolinit用に 2つの異なるバイナリが提供されていま
す。これらのバイナリの 1つは Berkeley DBのスプーリング方式用であり、ほかの
バイナリは従来のスプーリング方式用です。これらのバイナリの名前は
binary.spool_dbと binary.spool_classicです。

希望のスプーリング方式に変更するには、マスターホストをインストールする前
に、これらのシンボリックリンクを変更します。次のコマンドを実行します。

# cd sge-root/bin/arch
# rm sge_qmaster

# ln -s sge_qmaster.spool_classic sge_qmaster

# cd sge-root/utilbin/arch
# rm spooldefaults spoolinit

# ln -s spooldefaults.spool_classic spooldefaults

# ln -s spoolinit.spool_classic spoolinit

■ デフォルトのMac OS Xインストールには、QMONが必要とするOpenMotifライ
ブラリが含まれません。PowerPCおよび x86アーキテクチャー用OpenMotifライ
ブラリは、http://dryden.biol.yorku.ca/macosx/などのさまざまなWebサイトから入
手できます。

■ ARCoの PDFエクスポートには多くのメモリーが必要です。非常に大きなレポー
トを PDFにエクスポートすると、OutOfMemoryExceptionが発生することがあり
ます。

回避策 – Sun Java Webコンソールの JVMヒープサイズを増やします。次のコマン
ドは最大ヒープサイズを 512Mバイトに設定します。

既知の制限と回避方法
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# smreg add -p java.options="... -Xmx512M ..."

このコマンドで変更した値を有効にするには、Sun Java Webコンソールを再起動
する必要があります。

# smcwebserver restart

■ Solaris SPARC 64ビット、Solaris x64、および Linux 64ビットカーネルでは、ARCo
の一部であるDBWriterを動作させるためには、64ビットの Java仮想マシンのサ
ポートをインストールする必要があります。

■ DRMAAを使用して Javaバインドを使用する場合は、LD_LIBRARY_PATHが正しく設
定されていることを確認してください。

注 – 32ビット Java仮想マシン (JVM)を使用する場合は、実際にはアプリケー
ションが 64ビットオペレーティングシステムプラットフォームで実行される場合
でも、$SGE_ROOT/lib/sol-sparcなどの LD_LIBRARY_PATHに 32ビット共有DRMAA
ライブラリを設定します。

■ N1 Grid Engine 6.1 versionの drmaa.jarファイルは、以前の drmaa.jarファイルと
互換性がありません。古い drmaa.jarファイルは、 drmaa-0.5.jarという名前に
変更されています。

■ CSPを使用せずに十分な機能を持つ自動インストールを行うには、rshまたは ssh

によるリモートログインに対し、パスワードを要求せずに rootユーザー権限を付
与する必要があります。これにより、インストールスクリプトはリモートホスト
でインストールを開始できます。この設定が正しく行われていない場合、実行ホ
ストごとにログインし、次のコマンドを使用して自動インストールを手動で実行
する必要があります。

inst_sge -x -auto <conf-file> -noremote

■ ローカルの execdスプールディレクトリを使用すると、自動インストールで問題
が起きます。ローカルの execdスプールディレクトリは、ローカルハードディス
ク上に定義されています。それらローカル execdスプールディレクトリを使用す
ると、自動インストールがハングアップすることがあります。

Microsoft Windowsプラットフォームでの既知の制限と回避方法

■ Services For UNIX (SFU) 3.5のインストールには、Windowsプラットフォームの管
理とUNIX環境への統合についての十分な知識が必要です。SFUの概要について
は、『Sun N1 Grid Engine 6.1インストールガイド』の付録A「Microsoft Windows
Services For UNIX」を参照してください。MicrosoftのWebサイト
http://www.microsoft.com/windows/sfu/default.aspでは、SFUに関するそのほか
の技術情報およびマニュアルを入手できます。

既知の制限と回避方法
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SFUでのユーザー名マッピング、NFSマウント、およびホスト名解釈では、Grid
Engine実行デーモンのインストールの成功、発行ホスト機能、およびWindowsホ
ストのN1 Grid Engineクラスタへの統合に関して特別な注意が必要です。

■ 自動インストール手順を使用して、Windows実行ホストをリモートインストール
することはできません。inst_sge -noremoteコマンドで自動インストール手順を
使用して、ローカルインストールできます。

■ Windowsの「ローカルAdministrator」で、Windows発行ホストからUnixおよび
Linux実行ホストにジョブを発行することはできません。ただし、Windowsから
Windowsへは、ローカルAdministratorでジョブを発行できます。また、UNIXま
たは LinuxからWindows、Unix、および Linux実行ホストへは、rootユーザーで
ジョブを発行できます。

既知の制限と回避方法
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